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金
井
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休館日　月曜日、10 月 30 日 ( 金 )

問合せ　図書館☎２２－０５５０

　　 月 の 移 動 図 書 館

10
日

(

火)

１０：００～１０：２０ 横塚町公民館

１０：３０～１０：５０ 久屋原町公民館

１１：００～１１：３５ 上久屋町多目的集会所

１３：１５～１３：４５ 利南公民館

１３：５５～１４：１５ 沼須町農事研修所

１４：３０～１６：１５ 利南東小学校

11
日

(

水)

　９：５０～１０：２０ 硯田町公民館

１０：３０～１０：５５ 堀廻町構造改善センター

１１：０５～１１：３０ 善桂寺町活性化センター

１３：３０～１４：１０ 町田町水田転作推進研修所

１４：２５～１４：４０ 薄根公民館

１４：５０～ １６：１５ 薄根小学校

12
日(

木)

１１：００～１１：３０ 保健福祉センター

１３：４５～１４：００ 旧利南中学校運動広場

１４：３０～１６：１５ 多那小学校

13
日(

金)

１０：００ ～１２：００ 利根小学校

１３：３０ ～１３：４５ 利根支所

１４：００ ～１４：２０ 老神地区集会所

17
日(

火)

１３：３５ ～１４：１５ 愛宕老人ホーム

１４：３０ ～ １６：１５ 沼田北小学校

18(

水)

１３：４５ ～１４：１５ 十王公園

１４：３０ ～１６：１５ 沼田小学校

19
日

(

木)

１０：２０ ～ １０：５０ 生枝集会所

１１：００ ～ １１：２０ 岩室集会所

１１：３０ ～ １１：４５ 尾合集会所

１３：１５ ～ １３：４５　 下古語父集会所

１４：００ ～ １４：２５　 上古語父集会所

１４：４０ ～ １６：１５ 白沢小学校

20
日(

金)

１３：００ ～　１３：３０ 利根支所利根出張所

１３：５０ ～　１４：０５ 日影南郷集会所

１４：５０ ～　１６：１５ 沼田東小学校

本を載せたワゴン「あかつき号」が各地を巡回します11
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用
水
開
削
に
伴
う 
岡お

か

谷や

宿
し
ゅ
く

（
岡
谷
町
）　

４
日

(

水)

１０：３０～１０：５０ 利根ダム統合管理事務所

１１：００～１１：４０ 群馬県利根沼田振興局

１３：５０～１４：２０ 新町公民館

１４：３０～１６：１５ 升形小学校

５
日

(

木)

　９：５０～１０：１５ 岡谷町生活改善センター

１０：２５～１０：５５ 下発知町生活改善センター

１１：０５～１１：３５ 奈良町農事研修所

１３：３０～１３：５０ 上発知町生活改善センター

１４：００～１４：２０ 中発知町生活改善センター

１４：３０～１６：１５ 池田小学校

６
日(

金)

１０：４５～１１：１５ 屋形原農村婦人の家

１３：１５～１３：５０ 上川田町住民センター

１４：００～１４：２０ 川田公民館

１４：３０～１６：１５ 川田小学校

　

沼
田
の
歴
史
の
基
盤
は
、
真
田

氏
の
治
世
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
。

そ
の
史
実
を
、
町
並
み
や
宿
跡
で
わ

ず
か
だ
が
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
岡
谷
宿
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

岡
谷
宿
は
寛か
ん

文ぶ
ん

元(

１
６
６
１)

年
、
女お
な

坂ざ
か

堰せ
き

、
あ
る
い
は
三み

字あ
ざ

用

水
（
岡
谷
・
戸
神
・
町
田
）
と
呼

ば
れ
る
、
真
田
氏
の
農
地
や
新
田

開
発
の
用
水
開
削
に
伴
い
開
宿

さ
れ
た
宿
場
で
あ
る
。
寛
文
３

（
１
６
６
３
）
年
、
屋
敷
割
り
が

行
わ
れ
、
東
西
６
０
０
㍍
、
中
央

の
大
通
り
に
水
路
が
築
か
れ
、
現

か
つ
て
は
水
路
が
道
の　

中
央
を
流
れ
て
い
ま
し
た

駐車場は、テラス沼田立体駐車場をご利用ください。 18

『Ｑ＆Ａでわかる山の快適歩行術』

野中径
みち

隆
たか

／著　山と溪谷社

登山には、総合的な歩行能力が重要。歩

き方の悩みを解決してきた登山ガイド

が編み出した極意を解説

新刊の紹介

『面白くて眠れなくなる恐竜』

平山廉／著　PHP エディターズ・グループ

常識を覆す不思議に満ちた恐竜の話と、

恐竜研究の話。恐竜の子育てや食生活

など、驚くような説が満載

在
の
少
し
南
の
丘
陵
な
ど
に
居
た

68
戸
が
新
た
に
移
り
住
ん
だ
。

　

地
元
の
大
島
三
男
（
明
治
40
年

生
）
が
昭
和
30
年
に
著
し
た
『
岡

谷
記
』
に
「
岡
の
谷
原
に
未い
ま

だ
人

家
は
な
い
。
寛
文
元
年
九
月
着

工
。
翌
年
通
水
・
・
・
堰せ
き

は
道
の

真
中
を
流
れ
て
居
た
も
の
を
明
治

四
十
四
年
北
へ
通
す
」
な
ど
と
記

さ
れ
て
い
る
。
宿
の
東
西
端
に
は

丁
字
と
鍵
の
手
が
残
っ
て
い
る
。

い
に
し
え
の
残
る
宿
跡
は
の
ど
か

な
雰
囲
気
が
漂
い
快
い
。


